
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
「
健
康
呼
吸

器
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
２６
日
㈪
午
後
１
時

半
～
３
時
（
受
け
付
け
は
午
後
１

時
～
）

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館

□
対
象
　
呼
吸
器
疾
患
な
ど
に
よ

る
慢
性
呼
吸
不
全
が
あ
る
方
、
在

宅
酸
素
を
利
用
し
て
い
る
方
と
そ

の
家
族

□
内
容
　
講
話 

、
座
談
会

□
講
師
　
近
藤
芳よ

し

正ま
さ

氏
（
市
立
恵

那
病
院
副
院
長
）、川
地
成し

げ

樹き

氏
（

岐
阜
中
央
病
院
慢
性
呼
吸
器
疾
患

看
護
認
定
看
護
師
）　

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
１０
月
９
日
㈮

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　
市
立
恵
那
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み

で
は
月
に
１
回
、
地
域
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
交
流
と
情
報
発
信
の

場
と
し
て
職
員
が
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
習
を
行
い
ま
す
。

　
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
、「
介
護

食
は
？
　
食
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
」
で
す
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
２６
日
㈯
午
後
１
時

～
２
時
半

□
と
こ
ろ
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
講
師
　
ほ
ほ
恵
み
介
護
職
員

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
９
月
１８
日
㈮

　
　
　
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み
志
思

２
５
―
５
３
３
６
（
平
日
、
第
３

土
曜
日
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
）

　　
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一

斎
塾
は
、
郷
土
の
先
人
た
ち
を
知

り
、
そ
の
知
恵
を
学
び
、
歴
史
を

生
か
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
中
津
川
法
人
会
女
性
部
会
で

は
、「
住
み
や
す
い
世
の
中
に
し

て
い
く
た
め
に
今
、
大
切
に
考
え

た
い
事
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
６
日
㈫
午
後
１
時

半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
商
工
会
議
所

□
対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
、

孫
育
て
中
の
祖
父
母
な
ど

□
講
師
　
郷
田
恵
美
さ
ん
（
元
杉

の
子
幼
稚
園
園
長
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
締
め
切
り
　
９
月
２４
日
㈭

※
先
着
１０
人
ま
で
託
児
を
利
用
で

き
ま
す

　
　
　
　（
一
社
）
中
津
川
法
人

会
女
性
部
会
志
０
５
７
３
―
６
５

―
６
５
９
３

　
呼
吸
器
疾
患
な
ど
に
よ
る
慢
性

呼
吸
不
全
の
方
を
対
象
に
、
快
適

な
療
養
生
活
を
送
る
た
め
の
対
応

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
先

人
学
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
２６
日
㈯
午
後
１
時

半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
テ
ー
マ
　「
下
田
歌
子
と
日
本

の
女
性
」

□
講
師
　
大
井
三
代
子
氏
（
前
実

践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
参

事
）

□
料
金
　
無
料

　
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
生
涯
学
習
課
内
）（
内
線

３
４
５
）

　
１０
月
１１
日
㈰
に
揖
斐
川
町
で
開

催
さ
れ
る
第
３９
回
全
国
育
樹
祭
を

記
念
し
、
映
画
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｊ

Ｏ
Ｂ
！
（
ウ
ッ
ジ
ョ
ブ
）」
を
無

料
上
映
し
ま
す
。
染
谷
将
太
や
長

澤
ま
さ
み
、
伊
藤
英
明
ら
が
出
演

す
る
森
林
と
林
業
を
テ
ー
マ
に
し

た
大
ヒ
ッ
ト
コ
メ
デ
ィ
で
、
市
内

で
も
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

□
と
き
　
９
月
２３
日
㈬
午
後
１
時

半
（
開
場
は
午
後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
定
員
　
９
０
０
人
（
先
着
順
）

□
そ
の
他
　
参
加
を
希
望
す
る
方

は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
恵
那
農
林
事
務
所
林
業

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
３

０
４
）

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

□
と
き
　
９
月
２６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
相
続
や
遺
言
な
ど
誰
に
も
相
談

で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
、
農
地
に

家
を
建
て
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、
専
門
家

の
助
言
が
ほ
し
い
方
は
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
１７
日
㈭
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
相
続
、
遺
言
、
農
地
の

転
用
許
可
、
開
発
許
可
、
建
設
業

許
可
、官
公
署
へ
の
書
類
の
提
出
、

契
約
書
類
の
作
成
な
ど
の
相
談

□
そ
の
他
　
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
、
受
付
順
に
対
応
し

ま
す
。
個
人
情
報
や
相
談
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　県
行
政
書
士
会
恵
那
支
部（
永

谷
事
務
所
）
志
２
５
―
２
２
８
１

　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
っ

て
生
ご
み
処
理
が
で
き
る
こ
と
を

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
３０
㌢
四
方
の
段
ボ
ー
ル
箱
で
、

約
３
カ
月
分
の
生
ご
み
を
処
理
で

き
ま
す
。
ご
み
袋
に
生
ご
み
が
な

い
と
、
臭
い
や
汁
漏
れ
の
心
配
が

な
く
軽
い
の
で
、
ご
み
出
し
が
楽

に
な
り
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
２６
日
㈯
午
前
９
時

半
～
11
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
２
０
０
０
円
程
度
（
材

料
費
）

※
市
民
エ
コ
会
議
で
半
額
を
補
助

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

　ジュディ・オング

　　玉

「華
か

燈
とう

翠
すい

園
えん

」

秋季特別企画展

１０/１㈭～１２/６㈰

女優・歌手としてはもちろん、木版画家としても活躍
するジュディ ･ オング倩玉の作品と歌川広重の風景版
画が時を超えて出会います。
１０月４日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてください）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　中山道ひし屋資料館の秋の風物詩となっている筑前琵琶演奏
会。ことしは、琵琶奏者の田中旭

きょく

泉
せ ん

さんと、ウード奏者の佐々
木宏

ひ ろ

治
は る

さんにより、「平
へ い

沙
さ

万
ば ん

里
り

を越えて」をテーマに開催します。
□とき　１０月５日㈪午後６時半開演（午後６時開場）
□ところ　中山道ひし屋資料館
□出演　田中旭泉（琵琶奏者）、佐々木宏治（ウード奏者）
□演目　「平

たいらの

敦
あ つ

盛
も り

」（琵琶）、「サマーイ・バヤティ」（ウード）、
「クッレ・ダ・カン・レー」（ウード）、「波

ぺ る し あ あ る ぺ じ お

斯国琴音」（琵琶とウー
ド）、「壇の浦」（琵琶）
□料金　１,０００円（高校生以下無
料・入館料を含む）
□チケット販売　９月４日㈮から
中山道ひし屋資料館、恵那文化セ
ンター、文化スポーツ課で販売
□定員　１５０人
　　文化スポーツ課（内線３３５）

秋月の宵　筑前琵琶演奏会

「ジュディ・オング倩玉　木版画展

　美の架け橋　広重・江戸百景との競演」

ⓒHEEMORY/STEPeast

　「安心お守りキット」は、救急活動に
必要な緊急連絡先や医療情報などを入れ
て冷蔵庫に保管しておくものです。
　キットを持っている方は、情報に変更
がないか確認し、更新後は余白に更新日
を記入してください。キットを持ってい
ない方の新規申し込みも受け付けていま
す。
□新規申し込み対象　❶６５歳以上の高
齢者で独り暮らしか高齢者のみの世帯❷
６５歳以上の高齢者で日中独居の方❸言
語や聴覚の障がいなどにより、意思疎通
の困難な独り暮らしの方
□申し込み方法　地区の民生児童委員

（大井地区の方は各自治会長）か高齢福
祉課、各振興事務所に申し込む
　　高齢福祉課（内線１６５）

介
護
食
の
講
習
会

申
・
問

案
内

郷
土
の
先
人
を
知
る
学
習

講
座

健
康
呼
吸
器
教
室

映
画
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　
Ｊ
Ｏ

Ｂ
！
」
を
無
料
上
映

県
行
政
書
士
会
恵
那
支
部

に
よ
る
無
料
相
談
会

問

申
・

問

問

問

問

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

お
も
て
な
し

「安心お守りキット」の情報は最新に

住
み
や
す
い
世
の
中
を
考

え
る
講
演
会

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

生
ご
み
処
理
講
座

▲琵琶の音色を楽しむ

▲礼儀正しく抹茶を飲む

▶
救
急
時
に
必
要
な
情
報
を
救

急
隊
員
が
把
握
で
き
る

問

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

せいぎょく
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□
と
き
　
９
月
２２
日
㈫
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

□
内
容
　
動
物
愛
護
啓
蒙
優
秀
作

品
の
表
彰
、ふ
れ
あ
い
動
物
広
場
、

パ
ネ
ル
展
示
、
獣
医
師
の
紹
介
、

介
助
犬
・
盲
導
犬
・
聴
導
犬
の
実

演
、
搾
乳
体
験
、
動
物
も
の
し
り

ク
イ
ズ
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
演
習
な
ど

　
　
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
県
獣
医
師
会
内
）

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

　
国
民
年
金
保
険
料
の
「
１０
年
の

後
納
制
度
」
は
、
過
去
１０
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
本

来
、
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に

よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
２７
年
９
月

３０
日
㈬
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
、
１０
月
１
日
㈭
か
ら
３
年

間
に
限
り
、
過
去
５
年
間
に
納
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
５
年
の
後
納
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
が
、「
１０
年
の
後

納
制
度
」
よ
り
も
納
付
で
き
る
期

間
が
短
く
、
保
険
料
の
加
算
額
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」（
０
５
７
０
―
０
１
１
―

０
５
０
）
か
多
治
見
年
金
事
務
所

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
多
治
見
年
金
事
務
所
志
０
５

７
２
―
２
２
―
０
２
５
５

　
公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
地
域
文
化
財
団
で
は
、
長
年
、

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
団
体
、
特
に
地
域
の
音
楽
や
美

術
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
の
各
分
野

で
努
力
し
て
い
る
団
体
を
対
象
に

助
成
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

□
部
門
　
音
楽
部
門
、演
劇
部
門
、

伝
統
芸
能
部
門
、
美
術
展
部
門

□
対
象
　
平
成
２８
年
４
月
～
平
成

２９
年
３
月
ま
で
に
公
演
や
展
覧
会

を
開
催
す
る
団
体

※
音
楽
と
演
劇
、
伝
統
芸
能
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
。
過

去
に
当
財
団
の
助
成
を
受
け
た
団

体
は
、
６
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈪
（
当

日
消
印
有
効
）

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.m

ut-tiikibunkazai
dan.or.jp

）か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
〒
１
０
３
―
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
２
―

４
日
本
橋
ビ
ル
公
益
財
団
法
人
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
志

０
３
―
３
２
７
２
―
６
９
９
３

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
４
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
取
得
し
た
方
。
❶
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
❷
社
会
福
祉
士
❸
保
健
師

❹
正
・
准
看
護
師

□
定
員
　
１
人

□
業
務
内
容
　
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成

□
勤
務
先
　
高
齢
福
祉
課

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
７
４
５

５
円
／
日
、
９
９
４
円
／
時
間
　

▽
勤
務
時
間
＝
週
５
日
程
度
、
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時
（
時
間
は

応
相
談
）、
土
・
日
曜
日
と
祝
日

の
勤
務
な
し

□
雇
用
期
間
　
採
用
決
定
日
～
平

成
２８
年
３
月
３１
日
（
以
後
、
毎
年

更
新
で
き
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
採
用
が
決
定
次
第

終
了

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
６
）

　
市
で
は
、
上
下
水
道
の
検
針
時

に
発
行
す
る
検
針
票
に
掲
載
す
る

広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。こ
れ
は
、

自
主
財
源
の
確
保
や
広
告
主
な
ど

の
営
業
活
動
の
支
援
な
ど
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

□
対
象
　
法
人
と
個
人

□
内
容
　
検
針
票
裏
面
に
単
色

（
青
色
）
で
広
告
を
掲
載

□
募
集
枠
　
２
枠
（
１
枠
、
縦
６０

㍉
×
横
６９
・
５
㍉
）

□
料
金
　
１
枠
５
万
円
（
税
抜
）

以
上
（
申
し
込
み
後
に
入
札
を
行

い
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
上
下
水
道
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の

上
、
申
し
込
む

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp://w
w
w
.city.ena.lg.jp

）

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈬

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２

２
１
）

問

❶調査員が皆さんの自宅に伺います。　
❷調査票の記入と提出をお願いします。日本
国内に住んでいる全ての人と世帯が対象で
す。生まれたばかりの赤ちゃんはもちろん、
3 カ月以上日本に住んでいる外国人も調査対
象です。
※統計法では、正確な統計を作成するために、
調査票に記入して提出する義務が定められて
います
❸調査員から配布された「ＩＤ・パスワード」

により、インターネットで回答することがで
きます。インターネットで回答しなかった世
帯には、後日、調査員が紙の調査票を配布し
ます。
❹記入した調査票は、調査員に渡すか、郵送
で提出することができます。提出された調査
票は、市役所に届けられます。
❺市役所で調査票の記入漏れや誤りなどを確
認します。
❻コンピューターによる集計を行います。

　パソコンやスマートフォンによる便利　
　なオンライン回答は、９月２０日㈰まで

調査の実施方法

　国勢調査は、１０月１日現在、日本に住んで
いる全ての人と世帯を対象に実施されます。市
では、パソコンやスマートフォンによるイン
ターネットでの回答を推進しています。
□目的　少子高齢化社会における日本の未来を
描く上で欠くことのできないデータを得るため

に実施するものです。調査結果は、さまざまな
法令にその利用が定められている他、社会福祉
や雇用政策、生活環境の整備、防災対策など私
たちの暮らしのために役立てられます。
　　国勢調査恵那市実施本部（総合政策課内）

（内線４２０）

上
下
水
道
検
針
票
に
掲
載

す
る
広
告
主

地
域
文
化
の
振
興
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

募
集

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
Ｉ
Ｎ
東
濃

「
１０
年
の
後
納
制
度
」
は
９

月
３０
日
㈬
ま
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
臨
時
職
員

案
内

問

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻
▲地域で伝承されている伝統芸能

問

問

申
・

問

問

申
・

問

申
・
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